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卜 I

『テューダ国王布告集j』を絡くと, 英訳聖書に関する1530年と1539年の二つめ興味ある布
告を見出すこ とがで きる。 まず1530年 6月22日の 「誤謬ある書物および聖書の翻訳を禁ずる

布告」 から考察する と, この布告が出るに先立ってキャ ンタベ リ大主教ウォーラムの主宰す

る会議が開かれてお り, 1530年 5月24日ウォーラムはこの会議の結論を公表して, 人々には

自国語聖書を要求する権利はな く , キリス ト者が自国語聖書をもつこ とは不必要であり, そ

れに関する決定はお上に任されているということを明らかにした夕)この結論にもとづいて発
せられたのが上記の布告であって, まずW. テ ィ ン ドゥル, S. フ ィ シュ, J. フ リスの諸著作

を誤謬, 冒涜の故に異端 と決定し, 英訳聖書に関してつ ぎのよ うに命令した。

さ らに, 英語の旧新約聖書をもつこ とがすべての人に とって適切かつ必要であ り, また国王陛

・下 とその貴族および高位聖職者たちは人々がそうするこ とを必ず許さねばならないという風評が

陛下の臣民の種々多数の人々の間に拡まってお り, そのこ とがわが主権者たる国王陛下の耳に達

しているので, 国王陛下には前述の際と同様に両大主教と有徳 ・賢明 ・博識の神学者たち と相談

された。 そこでつぎのこ とが全員によって熟考された。 すなわち, 聖書が英訳されるこ とおよび

聖書が一般民衆の手に渡るこ とは不必要であるこ と。 聖書の配布またその許可あるいは不許可も,

それが適切 と考え られる と きに, お上の判断にのみよっているこ と。 誤謬説へ民衆が傾 きがちな

当節の悪性に鑑み, 旧新約聖書を英訳するこ とは人々の魂のしあわせに役立つ利益もし く は便利

よ り も, むしろ人々の間の誤謬の継続あるいは増大の契機であるこ と。 また古来慣わし となって

いる通 り人々が聖書を説教師たちの説教によって解釈して もら う こ とがよ り適切であるこ と。 し

かしながら, 今後陛下の民衆たちが現在印刷されている乱脈な英訳旧新約聖書と と・もにすべての

邪悪な, 誤謬のある, 扇動的意見を全 く捨て去 り, 仏語や独語で書かれた, あるいは英語で書か

れた誤謬ある聖書および他の異端書のすべてが明白に根絶され, 永久にこのイギリス王国から放

逐されるこ とが今後国王陛下にとって明らかになるならば, 国王陛下は聖書を偉大な学識あるカ

ト リ ッ ク人によって英語に翻訳させるこ とー そのこ とが陛下に とって適切 と思われるな らばー

の用意があることを意図されるものである夕) ダ

将来異端的見解にもとづかない英訳聖書の出現の可能性をほのめかしながら, と もか く

1530年の時点では英訳聖書の必要を明白に否定したわけである。

しかし, この1530年の布告 と対比して もう一つの布告, すなわち1539年の布告をみる と事

態が大き く転換しているこ とが知られる。 それは1539年11月14日の 「聖書新訳認可の監督職

に トマス ・ クロムウェルを任命する布告」 である。 自国語聖書の自由な使用が不都合を生ず

る危険性のあるこ と, そして聖書翻訳の審査の必要を述べて, つ ぎのように命じた。

それ故に, 朕は朕のまさ し く忠実な最愛の顧問官に して玉璽尚書なるクロムウェ ル卿を朕のた

めに, また朕の名によってつぎのような特別の監督職 と責務を受けもづよう任命した。 すなわち
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クロムウェ ル卿によって委任され, 承認される人を除いて, この王国のいかなる種類の人もし くは人々

1530年代の聖書英訳事業 41

このよ うな見解を背景にして1530年の大主教ウォーラム主宰の会議の結論が1530年 6月22

日の国王布告 となったわけであるが, 1533年春の画期的な 「上訴禁止法」 によって対ローマ

政策の転換が公表され, さ らに1534年11月の 「国王至上法」 によってローマ離脱の総括が行

なわれた とき, 英訳聖書に対する教会当局の態度も変化をみせはしめた。 1534年12月ロン ド

ン聖パウロ大聖堂で開かれたキャ ンタベ リ聖職者会議はつぎのこ とを国王に請願した。

そしてさらに, 国王陛下は聖書がもっ とも光輝ある国王陛下によって任命される定評あり, か

つ学識ある人々によって一般英語に翻訳され, その人々の教えに従って人々に与えられ, 引渡さ

れることを布告することに決めたもうべきであるグ)

他方卜英訳聖書そのものについては, M. カヴァディルが1534年白日新約聖書を翻訳し夕)
1535年外国で印刷させたごカヴァディルは国王ヘンリ8世へのこの英訳聖書の献詞の中で
「5種類の翻訳者から夕この聖書を英訳したと記しており, それらはティンドゥル, ルター。
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しかし英訳聖書は, 皮肉なこ とに, 国外で準備されつつあった。 テ ィ ン ドゥルは1525年ケ

ルンで四つ折判英訳新約聖書を出版し, つづいてヴォルムスでも八つ折判と四つ折判の英訳

新約聖書を出版し, 1530年には旧約聖書中のモーセの五書を, さ らに1531年には旧約ヨナ書

を英訳出版したぎ)この場合, ティンドゥルの翻訳にみられるルター的傾向はイギリスの主教
達によって異端 とみなされた。 前述の1530年の大主教ウォーラムの主宰した会議の結論はこ

の問題に関係する。 この会議にはウォーラみ, タ ンス トール, ガー ドナ, ラテ ィマ, モア ら

の主教 ・神学者 ・知識人が出席したが, 保守派が大勢を占め, ルター的見解を異端と して退

け, 英訳聖書を不必要ときめつけたわけであるご)ただし, カトリック的立塙に立つ人すべて
が英訳聖書の絶対的不必要を考えていたわけではない。 かれらは聖書英訳そのものに反対し

たわけではな く , 既存の英訳聖書の翻訳の背後にある思想を異端と して排斥したのである。

例えばモアは英訳聖書の普及に好意的であったがご)ティンドゥルの英訳聖書を無知無学, 不
正直, 異端 と して攻撃し, 「教会 church, 司祭 priest, 愛 charity, 恩恵grace, 告 白す る

confess, 告解の秘蹟penance」 のよ う な教会的 ・ カ ト リ ッ ク的用語 をテ ィ ン ドゥルは 「教

会 congregation, 長老elder, 愛 love, 恩恵 favour, 告白knowledge, 悔改めrepentance」

この布告において全 く 自由な聖書英訳が認められたわけではな く , 依然と して聖書英訳に

は国家管理と もいうべき枠がはめられていた。 しかし1530年の布告に現われていた聖書英訳

不必要説が撤回されたこ とは重要な変化を示す ものと考えられる。 このよ うな大きな変化は

1530年から1539年にいたる間のどの時点で生 じたものか, またこの変化をもたら した影響力

は一体何であったかについて, 事実を追いながら, 考察を進めて行きたい。

II

中世ラテン語に代る自国語文学の展開, 活版印刷術の利用は自国語聖書の出版を促 した。

ドイツでは1466年から1522年にいたる間に20種の完全な独訳聖書が印刷されており, フ ラン

スで も1487年から1521年までの間にシャ ン ・ ドウ ・ レ リの仏訳聖書は7回にわたって刊行さ

れている。 これに対して, イギリスでは英訳聖書はもちろんのこ と, 主日使徒書 ・福音書の

英訳すらも出版されておらず, わずかにラテン語の主日使徒書 ・福音書が印刷されていたに



パグニヌス ( 旧約ヘブライ語原典からラテン訳を行なったイタ リアのドミニコ修道会会員),

ヴルガタ聖書および1531年のツーリッヒ聖書と考えられjOカヴァデイルの独計陛は減ぜられ
るけれども, この聖書が最初の印刷された旧新約全書であったこ とは重要な点である。 とこ

ろでこの1535年のカヴァデイル聖書の認可について, モズリは興味ある手紙を提示している。

2年後の1537年にもカヴァデイル聖書を再版 したサザークのジ土イムズ ・二コルスンは1535

年 8月末頃クロムウェルに一書を送って, つぎのようにクロムウェルの尽力を求めた。

「そして貴下の御親切がたえずー また貴下の御親切のみが一 神の言の優先のために全力を

挙げて来られましたので, さ らに貴下のお力によって聖書が出版されるよう御助力頂きた く存じ

ます。 イギリスに到着するはずの聖書の中から一部をジ ョージ ・ コンスタ ンテ ィ ンに託して貴下

にお届け申し上げます。 国王陛下の特恵のも とで正純な神の言が現われるこ とを促進すべ く , 真

理への熱意に溢るる貴下の御裁量を求めたい と存じます。もし貴下のお力によって国王陛下の特恵

が得られますならば, 全イギリスは信仰を最初にイギリスに もたら した聖アウガステ ィ ンの名以

上に貴下の行為を記憶する好機となりましょう哲

つ まりクロムウェルは二コルスンからカヴァデイル聖書の認可を国王から獲得するこ とを

求められたわけである。 この聖書の 「扉」 には正式の国王認可が印刷されてはおらず, クロ

ムウェルが国王から認可を獲得できたかどうかは不明であるが, と もか く この聖書の出版が
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また同年ジ ョ ン ・ ロジアーズは トマス ・マ シューの名で英訳聖書を発行した。 いわゆるマ

シュー聖書である。 テ イン ドゥル聖書とカヴァデイル聖書を底本にした ものであるが, この

翻訳はまずクランマによって読まれ, かれは8月4 日クロムウェルにあてて手紙を書き, こ

の翻訳を推薦 し, 国王の認可を得られるよう依頼した。

「新たに翻訳 され, 印刷 された英語聖書をお届けいたします。 これは国王陛下へ献呈される

ものであ り, さ らにこの書のはじめのとこ ろにある陛下への献詞によって公刊される ところのも
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フ ォ ッ クスの伝える ところによれば√1536年総代理クロムウェルの主宰する会議が信仰箇

条を決定するために開かれ, 聖書に関する多様な見解が活溌に展開された。 この会議では討

議がはしめ られるに際してクロムウェルが 「時の流れ:および古い慣習によって是認されるこ

とを除いて, また不文の真理によって是認されるこ とを除いて, 聖書に含まれていない信仰

箇条・教理は認められない夕と述べて, この会議における決定の基準を聖書に置くという原
則をまず第一に確立 し, ヘ リフ ォー ド主教フ ォ ッ クスは他の主教たちに向って 「俗人たちは

いまやわれわれ聖職者たちよ り も聖書をよ く知っている。 ドイツ人はヘブル語, ・ ギリシア語

を参照するこ とによって聖書原文をよ り平明化したので, いまや多くのこ とからが聖書博士

の注釈によるよりも全然グよも§,なしによく理解される甲と述べた。つまり自国語聖書をもて
ば, 学者の注釈も必要でな く , 従来頁の余白に設けられたグロスさえ もなしに理解できるこ

と, そしてその上うな自国語聖書の必要性を強調したわけである。 このような英訳聖書普及

への願望をはらみっつ, 1537年のカヴァデイル聖書の認可へと進むわけで, 二コルスンによ

って二つ折判 と四つ折判の二種類の形で発行 され, その四つ折判が国王の認可を受けるこ と

このようにしてローマ との対立関係が明らかになった1533年ないし1534年以降, 聖書に対

する人々の態度の変化の中で, 英訳聖書の出版についてヘン リ 8世がみずから政治的判断を

下したか, さ もな くば, かれがそういう判断を下さ ざるを得なかった力が作用したものと考



1530年代の聖書英訳事業 43

のです。 私見によれば, この訳は非常によ く で きてお り, それ故閣下が一読されんこ とを願 う も

のです。 翻訳については, 私の読んだ 限 り い ま までの翻訳よ りすばら しい ものです。 それで も

なお誤 りがい くつかあ りまし ょ う。 御存知の通 り, だれも十分にな し う る ものではありませんが,

時々改訂されてよいと考えます。 この聖書は国王陛下に献上される もの故に, また公刊に際して

払われた多大の苦労と労力の故に, 閣下の御配慮で国王陛下が御覧下さるようお取り計らい頂き,

かつ今までに制定されて来た法令 ・布告 ・勅令に抵触するこ とな く この聖書が販売され, すべて
⑩

の人々に読まれるよう国王陛下の認可を頂きた く お願いいたし ますJ

クロムウェルはクランマのこの依頼にもとづき, 国王にマ シュー聖書の認可を懇願したが,

国王はこの翻訳の一部はティ ン ドゥル訳そのものであるこ と を知ってお り, 認可には難色が

示されそうな気色であった。 しかし国王は主教たちを出し抜いて聖書認可権が国王のみにあ

るこ とを誇示するためにか,9 二のマシュー聖書が刊行されるこ とを認めた。 つぎめ8月13日

付クロムウェル宛のクランマ書簡はクロムウェルの努力への謝意と, 8 月4 日から 8月13日

の間のいずれかの時点で決定された国王によるマシュー聖書の認可を示 している。

「私の願いを聞いて頂き, さ きに送付いたしました聖書を国王陛下の御覧に供して頂いたのみ

ならず, その聖書が国王陛下の権威によってこの王国で購入され, 読まれるこ との認可を国王陛

下から得て頂きましたとのこと, これについての御尽力に対し心からなる感謝を申し述べますご

このようにしてカヴァデイルやロジアーズの英訳聖書が国王の認可の も とで出版された

が,Sやがていわば一種の国定英訳聖書と も考えられるイ大聖書 Great Bible」 の刊行をみる

のである。 カヴァデイル聖書の概念の不完全さ とマシュー聖書のわずらわしい注や付加事項

を改善して,9新 しい英訳聖書を出版する仕事がそれであり, 1538年クロムウェルはマシュー

聖書をもとにしてカヴァデイルにこの 「大聖書」 を作る責任を負わしたものと考えられる。

イギリスにおける印刷事情から, カヴァデイルと出版業者クラ プ トンはパ リに赴いて印刷を

監督し, 1539年 4 月この大聖書が世に出るこ とになった。 この大聖書の出版に先立って, ま

だパ リにおいて印刷が進みつつあったこ ろ, クロムウェルは1538年 9月 5 日第二回目の 『聖

職者に対する国王指令』 を公布したが, この 『国王指令』 の中で各教区教会 Parish church

が大聖書を常備するこ とを命じたのである。

「汝は来るべき復活祭までに英語のもっ と も大きい巻の旧新約全書一冊を備えなければならな

い。 そして汝の教区民がその聖書にもっ と も接しやす く , 読みやす くするために, 汝が司牧する

教会の中の便利な場所にその聖書を置かねばならない。 その聖書の負担費用は汝教区牧師と前述

の教区民の間で比例して負担される, すなわち半分は汝によって, 半分は教区民によって負担さ

, れるべ きである。

汝は人々がその聖書を読み, その聖書に聞 く こ と をひそかにあるいは公然と阻止してはならな

い。 神の生ける言そのものと しての聖書, 救われたいと願うな らばすべてのキ リス ト者が奉じ,

信じ, 従わなければならない聖書をすべての人々が読む気を起こすよ うにさせ, 人々の心を引き

起こ し, 奨励すべきである。 さ りながら, 聖書の中にあるすべての論争 ・ 口論を避け, 聖書の真

の意味の探求において率直な冷静さ を用い, 不明な箇所の解明は聖書に関しす ぐれた判断力をも

っ人に求めることを人々 に訓戒すべきでヽあるご 尚

この 『国王指令』 の中にある “the whole Bible of the largest volume, in English”

とはおそら く まもな く 出来上るはずの大聖書 (但し, パリにおける事情力ヽら出版力渥れたが)

であると考えられ,3初版は1539年4月, 再版は1540年4月, その後1540年7月と11月, 1541
⑩

年 5月, 11月, 12月にそれぞれ出版され, 七版を重ねるこ とになった。
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前節でみた聖書翻訳者たちの中で, もっ と も重要とみられる人物はカヴァデイルである。

かれはケイムブ リ ッ ジのアウグステ ィ ヌス派托鉢修道士であったが, 1527年頃のクロムウェ

ル宛の手紙で知られるようにクロムウェルと接触があ り, カヴァデイルは復活祭の前夜にモ

アの家でクロムウェルと ともに過ごした敬虔な交際を思い返しつつ, 聖書の研究に着手した

ことを語っている夕この時点で̀カヴァデ゙イルがすで̀に聖書の英訳を開始してぃたかどうかに
ついては疑問が残るが,⑩と もか く少な く と も1527年頃から クロムウェルやモア とのつながり

があったこ とは確かである。

前述 したよ うに1535年のカヴァデイル聖書の認可をめ ぐって クロムウェルは出版業者二コ

ルスンから依頼を受けたが, 1536年頃からクロムウェルはよ り積極的に英訳聖書の普及に努

力したものとみられる。 例えば, 前節でみた1538年の第二回目の 『国王指令』 は大聖書が各

教区教会に常備されるこ とを命 じたが, ほぼこれと同じ内容の命令が1536年の第一回目の

『国王指令』 の草案に本来含まれてお り, 何 らかの理由で, 最終的に削除されたのであった。

この1536年の 『国王指令』 に含まれるはずの英訳聖書に関する項目はつぎの通 りである。

「この王国内の教区教会のあらゆる教区牧師あるいは所有者たちは来るべき 『聖ヘテロ鎖を解

かるるの祭 日』 までにラテン訳と英訳両方の旧新約全書を備え, すべての人がその聖書を見たり

読んだ りで きるように聖歌隊席に置 く こ と。 そして人々がラテン語であるいは英語で聖書のどの

部分を読むこ とを阻止してはならず, むしろ神の言そのものであ り, 人の魂の糧と しての聖書を

読むようにすべての人を励まし, 説き勧め, 勧告すべきであるご

この項目が正式の1536年の 『国王指令』 から削除された理由は, 英訳聖書に好意的であっ

た王妃アン ・ プ リンの1536年 5月 2 日の逮捕 と同19日の処刑によってこの項目が国王の怒り

に触れ, さ らには英訳聖書の普及自体までが実現不可能になるこ とを恐れて, クロムウェル

が慎重に処理したことによるであろうとされてぃるぎこの結果カヴァデイル聖書は政府斡旋
による教会備付けの特典からはずされ, 従来通 りの形で発売されて行 く わけであるが, 1537

年の二コルスンによる再版はその売れ行きの成功を物語る ものであろ う。

1537年マシュー聖書も現われたが, その国王認可をめ ぐるクランマのクロムウェルへの依
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なお, 大聖書初版出版と時を同じ く して, R. タヴァーナによる聖書が出版された。 後述す

るよ うにかれはクロムウェルと密接な関係の下でルター派著作を英訳出版してお り, クロム

ウェルの推薦で御璽部の役人となった人物である夕こめタヴァーナ聖書はマシュー聖書を底
本にしたもので1539年二つ折判と四つ折判で出版された夕)
以上, 1530年代における聖書英訳事業の展開とその国王認可の変遷を眺めた結果, 1530年

と1539年の二つの国王布告の間にみられる重要な変化は特定の時点で劇的に生 じたものでは

ないこ とが明らかになった。 反ルター主義, つまりルター的傾向から生ずる異端的翻訳に対

する警戒, ひいては聖書翻訳の否定と他方改革派的英語聖書の要求, この両者のバランスの

中で聖書英訳事業が進み, まず個人訳聖書が現われて, 国王の認可を受け夕さらに一種の国
定英語聖書も現われて, 1530年代の聖書英訳事業は一応完成したわけである。 したがって,

いわば徐々に英訳聖書はその市民権を獲得したこ とになる。

それではこのような事業の達成に努めた人はだれであったか。 もちろん, 翻訳者, 出版業

者の努力はいう まで もないが, それらの背後にあって英語聖書を重要視 し, その公的市民権

の獲得にっ とめた人はだれであったか。 ゛
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つぎに大聖書の刊行につぃてであるが, 1538年 5月ごろからパリにおいて大聖書の印刷が

はじめられつつあった。 大聖書のもとになるものはマシュー聖書であり, その改訂にはカヴ

ァデイルがあた り, マ シュー聖書を出版したクラプ トン と も う一人E. ウイ ッ トチ ャーチが

印刷の監督 と出版を担当した。 かれらはロン ドンのギル ドメ ンバーであ り, 冒険商人で もあ

り, おそら く カヴァデイル聖書の出版者二コルスンよ り も大聖書印刷 ・出版に要する資本力

において優れていたものと思われる夕こうして大聖書はその底本, 改訂者, 印刷監督者とい
う三本の柱をカヴァデイル聖書とマシュー聖書の双方から引き出してお り, いわば既存の聖

書英訳事業の中の要因を取捨選択しつつ人選が行なわれ, まとめられたものといえるわけで,

従来の個人訳聖書刊行の実績を踏んまえつつ一つの統合的事業- しかもナショナルな統合

事業- と して大聖書の印刷 ・刊行が進められた。

とこ ろで この大聖書がパ リで印刷された理由は如何。 駐英フランス大使カステイ ヨ ンの

1538年12月31日付フ ランス宮内庁長官宛の手紙の中にクロムウェルの意見と して, パ リでの

「印刷は他所よ り も鮮明であり, 多く の印刷工, 豊かな紙材があり, 書物が他国におけるよ

りも手際よく作られる」故に, パリが印刷地として選ばれたことを伝えてぃるごそれではそ
もそもこのパ リにおける大聖書印刷はだれによって進められた事業であったか。 1538年 6月

23日のカヴ`アデイルと クラプ トンのクロムウェル宛の手紙によれば 「われわれは聖書に関す

る貴下の仕事を始めました we be entered into your worke of the byble」 と あ り , サ

ンプルとして羊皮紙に刷った聖書の一部を二部作って国王とクロムウェルに呈すべ く送った

こ と, 印刷 (の優れているこ と) はかならず貴下を満足させるであろう こ と, 用紙はフラン

スでの最良のものを使用したこ となどを報告 し, その費用はたしかに莫大であって, 財政上

の援助をク ロムウェルに求め, かつ駐仏イギリス大使その他に手紙を送って頂いて教皇派の

圧力から守ってもらいたい旨を懇願したぎまた上述のフランス大使め12月31日付の手紙にも,
クロムウェルは「かれ自身の費用で聖書を英語で印刷させたずとあり, さらに印刷費は600
マルク(400ポンド) を投じたことをも述べたごこうして改決者カヴァデイルと出版業者ク
ラプ トンのパリ出張となって大聖書の印刷が進められっっ あ∇り, その推進者は他ならぬクロ

ムウェルであったこ とが確認される。 二

しかしこのパリでめ印刷は必ずしも順調に進まなかった/ 15138年 8月9 日付カヴァデイル,

ク ラプ トン , および W. グレ イのクロムウェル宛手紙は 「貴下の仕事は進捗しつつあり」, 「貴

下 に印刷物の一部をお送 りするこ とはわれわれの最大の義 務」 であり, 「残 りの印刷物

もその都度お送りいだしましょうこと述べ, さらに9月12日付のクロムウェル宛カヴァデ̀イ
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頼, 国王認可の決定, クロムウェ ルに対する クラ ンマの感謝については前節で見た通 りであ

り, クロムウェルの果した積極的努力がうかがえる。 このマシュー聖書を刊行したのはロン

ドンの食料雑貨商組合の一員であ り, ア ン トワープの冒険商人で もあった R. クラプ トンで,

1537年 8月28日かれがクロムウェルに 6冊の聖書を贈呈したのに対し, クロムウェルは10月

3日10ポンドをクラプトンに与えたことが知られる了)かれはクロムウェルにすがって, マシ
ュー聖書が他人によって出版され, 自分が印刷させた1,500部が売れな く なるこ とを恐れ,

マシュー聖書販売の独占権が少な く と も 3年間国王によって自分に与えられるこ とを願い出

た夕この願いに対してクロムウェルがいかなる返答を与えたかは不明であるが, 二コルスン
がマシュー聖書を刊行せず, 同年中に国王認可によるカヴァデイル聖書の四つ折判を刊行し

ているこ とから, 恐ら く クロムウェルは一方ではクラプ トンの権利を認め, 他方では二コル

スンがマシュー聖書に手を出すこ とを断念させて従来通 りカヴァデイル聖書の刊行に専念さ



ルと クラプ トンの手紙にも 「聖書印刷の仕事はう ま く捗ってお り, 全能の神の恩恵によって

数ヵ月以内に完了することになるでしょうごと記されており, パリにおける英訳聖書印刷は
一応順調に運ばれつつあった印象をうけ る。 しかし, ガー ドナに代って1538年 7月に新任さ

れた駐仏イ ギ リス大使 E. ボナの10月 7 日付 クロムウェル宛手紙は 「最近, 英語聖書の印

刷に関してパ リで妨害があ り, その除去のために宮内庁長官へ訴訟がなされま したが, いま

だにその目的乙よ達成されておりませんごとフランスにおける実情を述べ, 形勢悪化の兆しを
報告 したが, 12月13日付 クロムウェル宛 カヴァデイルの 「取 り急ぎ認められた」 手紙は 「貴

下に多くの聖書を送付するこ とについてヘ リフ ォー ド主教は非常に親切でありますので, ヘ

リフ ォー ド主教に聖書の保護と保管に当って もらえるよう懇願いたしてお ります。 と申しま

すのはたとえわれわれへのいわれなき訴訟が起こ り, 残 りの聖書が没収されまし ょ う と も,

少なくともこの送られる聖書だけは貴下のお力添えによって安全でありましょうからずと述
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厚 く 引見し, 英訳聖書のすでに印刷された部分はイギリス国王の大使に引渡されるべきであ

る と命じ, さ らにその一, 二日後, 説教でヘンリ8世の名誉を傷つけたフランス人托鉢修道±

2名をフ ラ ンス国王が投獄したこ とが述べられ, 英仏友好の兆しす ら現われた。 しかし実際

には友好関係はそれほど早く現われず, 英訳聖書の引渡し実現も不発に終った尹 二
⑩

さ らに1539年 2 月25日付の駐英フ ラ ンス大使カステ ィ ヨ ン宛のフ ラ ンス宮内庁長官の手紙

によれば, 2月22日駐仏大使ボナはフ ラ ンス当局に英訳聖書印刷物の返還を強 く要求した。

しかし当局はこの要求に応じるこ との不可能を明言しつつ も, 原稿だけは没収せず, すでに

印刷者に返還されている故, イギリスにもち帰ることができる旨を答えた夕)このボナの訴え
に対 してフ ランス国王の布告が出, よき ものはフ ランスで もイギリスで も印刷されてよ く ,

弊害あるものの印刷は英語が一般に理解 されないフランスにおいてでも国王によって黙認さ

れるわけには行かず, 英訳聖書はイギ リスにおいて印刷されるのがよいとフ ラ ンス国王は考

えるものであるということが言明されたタモズリの考えるとノころではこのフランス国王の布
告は活字と印刷機と紙がイギリスに移されてよ,いという示唆を脊んでおぐ)またフォックス
の伝える ところによる と印刷機 と活字と印刷工がロン ドンにもたらされてイギリスで大聖書

の印刷が行なわれたというがy)その史料的確証はない。
と もか く , パ リにおける英訳大聖書印刷の挫折という大事件を経たにもかかわらず, 」 539
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⑩

神聖ローマ帝国大使のカール5世宛手紙に従えば, 1539年 1月1 日フ ランス国王はボナを手

べて, 最悪の事態に備えヘ リフ ォー ド主教ボナの手によって印刷物をクロムウェルの手許へ

送ろ う と したわけである。 しか しその 4 日後, つ ま り12月17日フ ラ ンス宗教裁判所長官は自

国語聖書の危険性について命令を発し, 英訳聖書の印刷者 F. ルニ ョーらを召喚し, かれらに

英訳聖書の印刷禁止と印刷物の譲渡禁止を命じた尹こうしてパリにおける大聖書印刷は終り,
クラ プ トン とカヴァデイルは英本国に逃れ帰 り, 印刷物はフ ラ ンス当局によって没収される

こ とにな っ た。

このよ うな状況のも とで, クロムウェ ルは駐英フ ランス大使カステ ィ ヨ ンと会い, 大聖書

印刷の収拾策を講じたのである。 すでに引用した1538年12月31日付カステ ィ ヨ ンのフラ ンス

宮内庁長官宛の手紙によれば, クロムウェルは聖書の本文はラテン語を知らないイギリス人

のための逐語訳であ り, その聖書はイギ リス人以外の人々に用いられるものではないこ とを

明らかにした上, フ ラ ンス国王がこの聖書の印刷をパ リで続けるこ とを許可し賜うならば,

何 らかの方法でそれに相応する返礼を し , あるいはそれが認められない場合, 少な く と も未

完成英訳聖書がイギリスに送られることに同意を賜りたい旨を表明した夕駐仏イギリス大使
ボナ もフ ラ ンス当局に働きかけてイギリス側の要求を明らかに した。 1539年 1月9 日の駐英
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年4月には現実にイギリスで大聖書が発行されることになるご前述の1539年2月25日付の駐
英フランス大使宛の手紙以後に印刷器材がイギリスに持ち込まれたと して一ヵ月余, 多くみ

ても二ヵ月以内に大聖書の印刷がイギリスで行なわれたこ とになる。 このような短期間で大

聖書の印刷は可能であろ うか。 パリでの印刷は前述したように1538年 6月頃から始まり, 同

年12月の挫折時には未完了であったこ とを考えあわすと, 当然その可能性について疑問が生

まれて来る。

ごれに関係のある一つの推論がなされている。 それはモズリによる ものであるが, 出来上

った初版英語大聖書の印刷内容にかかわる推論である。 まず大聖書中の後半部新約聖書の

「扉」 に多くの木版があるが, これらは同じ初版の大聖書の他の大多数の木版と異なる もの

であり, またこの 「扉」 の木版は第2版以後の大聖書には決して用いられておらず, それ故

おそ ら く イギリスに持ち込まれ, イギ リスで印刷された木版ではな く , フ ラ ンスで印刷され

た 「扉」 がイギリスに持ち込まれて, そのまま製本された と考えられ, また同様なこ とが聖

マタイ福音書の冒頭にある木版, 詩篇の冒頭にあるもう一つの木版についても言えると尹つ
ぎに装飾用の頭文字A, I , P, T は大き く美し く, 一揃いのものであるが, 聖書の各書のは

しめに約30回用いられている。 ところがイギリスで印刷された第2版以後の大聖書にはこれ

らの頭文字は現われておらず, しかも M. フ ェザンダによ っ て1543年 と1545年にパ リで印刷

された二つの書物の中にこれらの頭文字が現われているこ とから, それらの活字はロン ド ン

にもたらされず, 大聖書のこれらの部分はパリで印刷されたものと考えられるとごこうして
モズリは初版大聖書のほとんどすべての部分はパ リで印刷が完了し, グラフ } ン とウィ ッ ト

つぎに初版大聖書の売価ぱ誰によって決定されたであろ うか。 1539年11月14日付のクロム

ウェル宛クラシマの手紙によれば, 大聖書の印刷者ウィ ッ トチャーチは王室付印刷者 T. バ

ー ト リ ト と と もにクランマを訪ね, 大聖書印刷の出費を考慮して定価を13シリング4ペンス

と したが, クロムウェ ルは10シ リングにするこ と を望んでいる故に, も七 クロムウェ ルがか

れらに印刷 ・発行の独占権を与えて く れるならば, この低い定価で大聖書を売るこ と を受入

れるであろうことをクロムウェルに報じているごこれに対しクロムウェルはウィットチャー
チに大聖書印刷の独占権を与えなかったけれども, クロムウェルは同日本稿第一節で引用し

た 「聖書新訳認可の監督職に トマス ・ クロムウェルを任命する布告」 を国王から得て, 5年

間クロムウェルの委任による人を除いて英訳聖書を印刷するこ とを禁じ, 英訳聖書印刷に関

する監督権を握ったわけである。

Ⅳ

このようにして1530年代の英訳聖書刊行事業は トマス ・ クロムウェルの事業と して行なわ
。 1・ 〆 i ・

れた という こ とができよう。 ウェス トゴッ ドは 「クランマが大聖書の最初の手筈に何か役割

を演じたとか, あるいはその事業を熟知して,いたというこ とすらを朧す証拠は何もない。その

事業の達成にカヴァデイルが選ばれたこと, そしてカヴア尹イ牛の書簡はまったく大聖書出

版がクロムウェル単独の企画であったことを示すグと述人デム ク七ムウェルが聖書英訳事業,
こ とに大聖書出版事業において果した役割を高 く評価している。

それでは, このよ うな クロムウェルの貢献はいかなる動機, 理由にもとづ く ものであった

だろ うか。 二, 三のクロムウェル伝を絡 く と政治的動機を唱える論者かおる。 例えばメ リマ

ンは 「英訳聖書の刊行に対する クロムウェルの熱意は………宗教的動機よ りもむしろ政治的

動機に帰せられねばならないりというし, ワイルディングは「クロムウェルの宗教は非常に
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容易に理解されるものである。 かれにとって宗教とほと り も直さず政策的なものであ り, 人

々に社会秩序を保たせるもので, 信仰 とは気ま ぐれの個人的なものであった。 かれの宗教上

の解決は人々が国王至上権を信 じよう と信 しまいといずれにせよ人々に国王至上権を誓わせ

ることにあり, またローマとの断絶を恒久化するために人々 に聖書を与えることにあったで
という 。 た しかにクロムウェルは宗教改革者ではもちろんな く , 何よ刃 も実効を重視する政

治家と して行為したこ とは十分考えられよう。 しかし, それがかれのすべてであったか。

クロムウェルがルター派に近い信仰をもっていたこ と, あるいは少な く と もルター派信仰

を十分理解 し, その支持者と して改革派聖職者たちを助けた と考えられる点があるので列挙

し たい。

まず1536年の第一回目の 『聖職者に対する国王指令』 の中で,

「これに加えて, 種々な人々の心の中へ忍び込んだすべての迷信 と偽善が消え去るために, か

れら聖職者たちは何らかの迷信 ・利益のための聖像 ・聖遺物あるいは奇蹟の展示または賞揚を行

なってはならず, 国王陛下の権威によって最近公けにされ, また聖職者会議においてこの王国の

高位聖職者と一般聖職者によって同意された信条において認められている以外の聖人の巡礼に人

々を誘い, ぞそのかしてはならない。 あらゆる良きもの ・健康 ・恩恵はそれらの創造者自身であ

る神にのみ求められ, 期待されるべきであって, 神な しにそれらは与えられず, 神以外のいかな

る人に求め, 期待すべきでな く , 聖人にあれこれの財貨を捧げるこ とがあたかも適当であ り, あ

るいは特権的な ものであるかのよ うに考えてはならない。 むしろ, かれら聖職者たちは自分たち

の教区民にも, 他の巡礼者たちにも, このような巡礼に出て歩き廻るより も自分たちの肉体労働

や骨折り, あるいは職業に忠実に励むこ とによって, また自分たちの家族を養う ごとによってよ

り多く神を喜ばせるこ とができる という こ とを説いて, 神の命令を守 り, 神の愛の業の成就に人

々が心を傾けるこ とを熱心に説き勧めるべきである。 また人々が聖像や聖遺物に捧げる筈であっ

たものを貧民や困窮者に与えるならば, 人々の魂の養いによ り益 となるこ と も説き勧めるべきで

あらご

と述べて, 伝統的聖像崇拝を退け, 現世的職業意識の重視を説いた。

つぎに1538年の第二回目の 『聖職者に対する国王指令』 において, 日曜日と聖 日に 「主の

祈 り」 または 「信経」 の一部を朗唱するこ と を命 じ,

「それはかれら教区民がそれら 「主の祈 り」 や 「信経」 を暗誦できるよ うになるためで, かれ

らが 「主の祈 り」 と 「信経」 全体を英語で丸暗記するまで 日々同じよ うな稽古あるいは 「主の祈

り」 「信経」 の一文 を与 え る ものとする。 そ してかれらがこれら全文を暗記するこ と を教えられ

る と き, なん じ聖職者たちはかれらに 「主の祈 り」 と 「信経」 のもつ意味を説明し, 示すべきで

あり, すべての両親と家長が, その良心に従って行なう こ とを義務づけられているように, 子供

たち と召使いたちに 「主の祈 り」 「信経」 を教え る こ と を熱心に勧めるべきである。 その上で,

なん じらぱ 「十戒」 を一つ一つ毎日曜日と聖 日に, かれら教区民が同じよ うに完全に暗記できる

まで, 示すべきである乎

と命令している。 この箇所はルターの1529年の 『小教理問答書』 の序文にあるつぎの文章と

類似 している。

「一般民衆はー と く に村々において 。/- キ リス ト教の教理をまった く知らず, また不幸に

も多くの牧師たちはほとんどまった く教える技能も能力も欠いている。 そしてすべての人々がキ

リス ト者と呼ばれ, 聖なるサクラメ ン トにあずかっておりながら かれらは主の祈りも信経も十

戒も知らない。 ・……年少者に対 してまずこれらすべての信仰箇条, つま り十戒, 信経, 主の祈 り

などを本文に従って一語一語教えよ。そうすればかれらはそれを復誦して暗誦するようになるご

48
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ルターもクロムウェルも安易な儀式主義を排し, キリス ト教の基礎的な教理をたたき込 もう

このようなクロムウェルによるルター派神学者の著作の翻訳事業はどのように解釈される

べ きか。 マ ッ コニカによれば, ルター派との当時の政治的交渉の結果と して考えられるもの

であると と もに, 温厚なプロテスタン トの主張を用いよう とするクロ・ムウェルの意向が反映

49

さ らにクロムウェルは同じ く 第二回目の 『国王指令』 において聖書にもとづ く説教が行な

われるべきこ と を命令した。 ‥

「なんじら聖職者たちは前述の教会およびなんじらが責任をもつあらゆる他の教会において,

少な く と も 3 ヵ月に一度は説教をし, また説教をさせるべ きである。 そしてその説教の中で純粋

に真実にキリス トの福音そのものを解き明かし, なんじの聴衆にと く に聖書の中で述べられ, 命

ぜられた愛, 憐れみ, 信仰のわざにつ とめるよ うに勧め, 聖書によらないで人間の空想によって

工夫された他のわざに希望と信頼を置 くべきでないこ とを勧めるべきである。 巡礼に出た り, 聖

像や聖遺物に金銭, 蝋燭, 小蝋燭を捧げた り, あるいはそれらにキスをした り, 砥めた り, 真意

も分らずに, あるいは考えよ う と もせずにロザ リオをつ ま ぐって祈 りを唱えた りするよ う な迷信

に対して聖書に何ら報の約束もないのみならず, 反対に偶像崇拝と迷信に陥りやすいもの, 神を

脅迫しのろ う ものであ り, 神の名誉と栄光を傷けるものと して全能の神が他のすべてのつまずき

の中でもっとも憎悪し給うものである夕

伝統的宗教慣習の大胆な打破がここに見られ, しかも聖書にもとづ く教会のあり方に対す

る クロムウェルの願いをこ こに見出すこ とができる。 この一項のあとに も聖像についての伝

統的慣習を排する取締りを各聖職者に命じ, 聖像の残された存在価値, つまり文盲に対する

書物の役割としての聖像, 記念としての聖像め使用のみを認めてぃるご) ,
1536年7月に出た『十信条ごでは, 聖像崇拝が迷信に陥ることなく, 聖像崇拝を通して

神に栄光を帰すべきであるという条件を付した上で聖像の使用が聖書によって正当化され,

聖職者たちは聖像使用の正当性を教えなければならないとされたが, 上記の 『国王指令』 は

この聖像使用をさ らに厳し く 条件付け, 聖像崇拝にと もな う弊害を排除するこ とに努めたも

のと考えられる。 ただし, 聖像崇拝にまつわる悪弊の除去は必ずし もルター派新神学にのみ

帰せられるべきではない。 ヴァ ン ・ ダイ クが記すよ うにエ ラスムスやモアのごとき人々も敬

虔な慣習にまつわる悪弊を非難しズ?ということをも留意しておく必要かおる。しかも, この
こ とを留意した上で, さ らにヴァ ン ・ ダイ クが 「数年間にわたって クロムウェルはイギリス

でルター派諸説の流布を助長 していた。 1536年から1539年の間に リチ ャー ド ・ タヴァーナに

よって翻訳されたアウクスブルク信仰告白とメ ランヒ トンの弁明書を含む二冊の本が トマス

・クロムウェルの命令によって印刷され赳Pと述べることにも注意したい。
クロムウェルは1530年代のヒューマニス ト集団の保護者として, かれらの著述 ・翻訳を助

けたが町レター派の神学書等の翻訳をも強力に推進した。まず1530年頃クロムウェルの世話
でタヴァーナはエラスムスの 『第一時祷における一つめ実のり多き使徒書および結婚礼讃』

ぴ4

を翻訳してお り, ヴァ ン ・ ダイ クの記すよ うに1536年にはクロムウェルの命によって タヴァ

ーナは 『アウクスブルク信仰告白』 を 『 ドイツ人の信仰告白』 と題して翻訳し, その訳書に
は クロムウェ ルへの献詞があ り,惣さ らに恐ら く 同年 クロムウェ ルの指図のも とで メ ラ ン ヒ ト

ンの 『弁明書』 をタヴァーナは 『 ドイツ人の信仰告白を擁護するメ ランヒ トンの弁明』 と題
して英訳出版し,9 1538年にはルター派神学者 E. サルセ リウスの 『聖書の主要概念グを, また

1539年にはシュ トラ スブルクの改革者 W. カ ピ トの 『詩篇選』白を と もにクロムウェルの命令



絡み合いの中で, 政治的には無能に近い改革派主教たちの保護者 ・指導者 ・政治的代弁者と
0 ‥ .‥ ‥ . ‥ ‥‥‥ _ ‥

して行為したが, その改革派主教たちの代表者クランマ大主教は1538年 8 月15日クロムウェ

ルに密かにあるこ とを打ちあけた。

「カ レイのアダム ・ ダムプ リ ップについてですが, かれはかつてキリス トの体と血そのものが

祭壇のサク ラ メ ン トにおいて存在しないという こ とを教えた り, 述べたこ とがないとこれを全面

的に否定 し, かつキリス トの体 と血がそこに実際に存在するこ と を告白してお ります。 しかし,

またかれが化体説という考え方を論駁 した故に, かれとカルメル修道会のある院長 との間に論争

があったというこ とをも申してお ります。 そ してそのこ との中に, かれが真実のみを教えた と私は
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しているとしごさらにエルトンは「トマス・クロムウェルこそは, 実に本物のプロテスタン
トであった甲と述べて, 国家の改革とともに教会の改革にかけたクロムウェルの貢献を高く
評価 している。 。・

クロムウェ ルとタヴァーナの関係ばか りではない。 パ ドゥアのマルシ リウスの 『平和の擁
O

護者』 の翻訳者と して知られる W. マーシアルは, 1536年頃ルターの一著作を訳して 『真に

キリスト者たるある主教の聖像についての説明の書』 と題して出版しておりぎ1537年にはカ
ヴァデイルはルターの『詩第22篇についての優れた, また芳しき注解』 を出版したぎクロム
ウェルがその影響力を駆使 してルター派神学を紹介させたプロテスタン トであったこ と, さ

らにそれらの内容を二回にわたる 『国王指令』 の中に結実させたプロテスタン トであったご

とを理解する こ とはできないであろ うか。

さ らにも う一つの問題を明らかにしておきたい。 クロムウェルは1530年代の政治と宗教の

いわば国定聖書 を表わすデザイ ンであろ手でもって聖書をクロムウェルに与えている

50

考えます。 ………

この手紙はクランマのユーカ リス ト論の変遷, つ ま りローマ的化体説から改革的聖餐観へ

の移行の一時点を示すものとして引用される史料であるが夕視点をかえてクランマとクロム
ウェル との関係を照射すれば, この手紙はクランマが化体説への自分の疑念をクロムウェル

に打ち明けた重要な史料, あるいは化体説へのクラ ンマのひそかな反論をクロムウェルに伝
⑩ ヅ

えてその支持をそれとな く期待した重要な史料 と考える こ とがで きる。 当時は, 1536年の

『十信条』 とそれにつづ く 『主教の書』 が保守 ・改革両派の教義上の妥協的産物であったそ

ういう時期であ り, 同時に一方では急進的改革が叫ばれ, 他方では保守派の決定的勝利であ

る1539年の『六ヵ条法』へと進む過渡期であったぎ)そして化体説こそは『十信条』 ではのめ
かされ, また 『六ヵ条法』 で宣言されるはずの保守派聖職者たちの中心教義であった。 した

がって化体説に対するいわば公言をはばかられる疑念を上述の手紙の中でクランマはクロムウ

ェルに打ち明けたこ とになる。 このこ とは明らかにクロムウェルがかな りの程度プロテスタ

ン トであったこ と, 保守派聖職者 と明確に一線を劃 していたこ と を前提 と して成立 した と考

えてほぼ間違いない。

V

本稿の 「ま とめ」 に相当するものがある とすれば, それはすでに前節までに展開されたク

ロムウェルの英語聖書公刊政策と くに大聖書出版事業という こ とになる。 ここでは聖書出版

に関する余話めいたものを挙げてむすびと したい。

1539年の初版大聖書の扉の木版画はハンス ・ ホルバインによった ものと見倣 されているが,

これには上部中央にヘン リ 8世が坐して, 右手でもって聖書をクランマに引渡し, 同じ く左
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つ 。 この両者は聖界と俗界を代表するわけで, クランマ とクロムウェルはさらに中段左

右にも現われてそれぞれに聖書を聖職者と俗人に与えている。 そしてこの木版画には, ヘ ン

リ, クランマ, クロムウェルのそれぞれの足許にかれら三人の紋章が刻み込まれている尹し
かるにクロムウェルの処刑後出版された1541年の大聖書の扉にはまった く同じ木版画が用い

このようなクロムウェルの紋章の削除 ・欠落は国王の命令によるものか否かは明らかでは

ないが, と もか く クロムウェ ルの失脚 ・処刑に と もな う措置であったこ とは明白である。 し

かし, この明白な事実問題の指摘にと どまらず, この紋章の欠落という こ との中に一つの意

味を読み取るこ とはできないであろ うか。 つま り, クロムウェ ルの紋章を欠落 ・削除させね

ばならなかったほど大聖書出版, よ り広 く言えば英語聖書出版事業に関するクロムウェルの

功績は大きかった と言えるのではないか。 1541年の大聖書の扉の中段向って右の円形の空白

の中に,

犬 「イ ギ リス ・ プ ロテスタ ンテ ィ ズムへの, ひいてはイギ リス文化へのクロムウェルの最

大の貢献は英訳聖書の刊行に際してのクロムウェルの援助にあった。 最初の公認英訳, つ

まりカヴァデイル聖書は1535年に現われ, それが改訂された 「大聖書」 は1539年に出た。

イギリスで聖書がこ う して早期にアジテーターの禁断の教本であるこ とをやめ, ある種の

ゆるやかな保護を受けて, 国民の共通財産となった という事実, 争 うべからざるまた計り

知れない結果を伴ったこの事実をわれわれは主としてクロムウェルに負うているのであるご
とい う ビン ドフ の言葉を, また

「クロムウェルの在職中の重要な年月の間にイギリスが渡った川の中で, もっ とも広 く,

もっとも深かった川は, 顧みるとこの川であったと思われるご
というディ キンズの言葉を刻み込むこ とは僣越であろ うか。
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